
国語科 
【定着状況についての概要】  

○本校の平均正答率の結果をみると、すべての観点別及び基礎・活用において
全国平均並みか全国平均を上回っている。 

 

【具体的な課題とその原因】   
 
〇領域別にみると、第２・４・５・６年生は全ての領域で全国と品川区の平均 

正答率を上回っていた。しかし、第３学年の「情報の扱い方に関する事項」 
と「話すこと・聞くこと」は全国の平均正答率は上回っているものの、区の 
平均正答率を下回っている。 
【情報の扱い方に関する】 
・第３学年 校内平均正答率…56.8％ 

区平均正答率……59.5％ 
全国平均正答率…49.9％ 

→言葉の共通点や順序、考えとそれを支える根拠や事例を考え、正しい答え
を選択する問題で、情報と情報の関係を結びつけることが、難しい傾向が
ある。 

〇原因として、資料の読み取りの経験不足や、資料と文章を照らし合わせて読
む経験の不足が考えられる。 

 
【話すこと・聞くこと】 
・第３学年 校内平均正答率…80.7％  

区平均正答率……83.6％ 
      全国平均正答率…76.5％ 
→重要な言葉を聞き分けて記録する力、話の流れを把握する力に課題がみら
れる。 

〇原因として、聞き取ったことをメモする経験の不足、言葉を取捨選択して、
重要な言葉を抜き出して記録する経験の不足が考えられる。 

 
【解決のための方策】  
 
〇「情報の扱い方に関する事項」と「話すこと・聞くこと」の指導の充実 

→「情報の扱い方に関する事項」においては、国語科だけでなく、全教科で 
資料を読み取る活動を発達段階に応じて取り入れる。書かれていることか 
ら、言葉の意味を正確に理解したり、着目すべきことが何か捉えられたり 
するようにしていく。 

→「話すこと・聞くこと」では、国語科だけでなく、全教科において、教員 
やクラスメイトの話の要点をまとめる時間を設けたり、重要なキーワード 
が出てきた際には「記憶より記録」を徹底して伝えたりするようにする。 


